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xii

（
凡
例
）

（
一
）　

本
書
の
多
く
で
依
拠
す
る
藤
本
仕
立
店
に
関
す
る
史
料
（
藤
本
家
文
書
）
は
藤
本
祥
二
氏
の
所
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
史
料
の

利
用
は
祥
二
氏
お
よ
び
姫
路
市
史
編
集
室
の
好
意
に
よ
る
。
藤
本
家
文
書
か
ら
の
出
典
名
は
主
に
本
文
へ
記
し
、
引
用
の
場
合
は
注
に

記
し
た
。

（
二
）　

史
料
か
ら
の
引
用
文
に
は
適
時
句
読
点
を
挿
入
し
た
。

（
三
）　

本
文
の
一
部
に
史
料
で
使
用
さ
れ
て
い
る
地
名
や
職
業
上
の
地
位
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
。
一
例
は
「
女
工
」
で
あ
る
が
、
当
然
な

が
ら
二
〇
世
紀
前
半
の
差
別
的
な
意
味
合
い
で
は
使
用
せ
ず
、
男
性
工
員
・
男
性
職
工
へ
の
対
語
と
し
て
用
い
た
。

（
四
）　

依
拠
し
た
統
計
表
の
う
ち
『
工
業
統
計
表
』
は
一
九
三
八
年
ま
で
『
工
場
統
計
表
』
で
あ
っ
た
が
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
す
べ
て

『
工
業
統
計
表
』
に
統
一
し
た
。

（
五
）　

利
用
し
た
戦
前
期
刊
行
物
の
一
部
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（http://dl.ndl.go.jp/

）、
陸
軍
被
服
廠
・
海
軍

衣
糧
廠
関
連
の
史
料
は
多
く
が
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（JA

CA
R

）「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」（http://w

w
w

.jacar.go.jp/

）、

戦
前
期
の
新
聞
は
す
べ
て
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
新
聞
記
事
文
庫
」（http://w

w
w

.lib.kobe-u.ac.jp/
sinbun/

）
を
利
用
し
た
。

（
六
）　

衣
服
の
う
ち
商
品
と
な
っ
た
も
の
を
と
く
に
衣
料
品
と
記
し
た
場
合
が
あ
る
。

（
七
）　

衣
服
の
説
明
は
大
丸
弘
の
説
を
念
頭
に
お
い
た
。
上
体
衣（
上
半
身
衣
）
は
胸
部
と
腹
部
を
覆
い
、
裾
は
轡
部
の
全
部
を
覆
わ
な
い

衣
服
。
下
体
衣（
下
半
身
衣
）
は
轡
部
を
覆
い
、
上
端
は
乳
頭
を
覆
わ
な
い
衣
服
。
こ
れ
は
腰
衣
と
脚
衣
と
に
分
か
れ
る
。
下
体
衣
の

う
ち
、
腰
衣
は
両
足
が
一
本
の
筒
に
入
る
衣
服
。
脚
衣
は
両
足
が
別
々
の
筒
に
入
る
衣
服
（
以
上
、
大
丸
弘
「
西
欧
型
服
装
の
形
成

─
和
服
論
の
観
点
か
ら

─
」『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
別
冊
』
四
号
、
一
九
八
七
年
二
月
、
三
二
・
三
三
頁
）。
こ
の
区
分

に
基
づ
け
ば
、
藤
本
仕
立
店
が
約
半
世
紀
間
に
販
売
し
た
仕
事
着
、
柔
道
着
、
学
生
服
、
足
袋
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
衣
料
品
は
上
体
衣

と
下
体
衣
に
大
別
で
き
る
。
さ
ら
に
本
書
で
は
、
上
体
衣
の
う
ち
腹
掛
や
前
掛
な
ど
を
胴
体
衣
、
手
甲
・
半
手
覆
な
ど
を
手
腕
衣
と
称

し
た
。
以
上
の
区
分
に
も
と
づ
き
、
本
書
は
、
衣
服
を
主
と
し
て
上
体
衣
と
下
体
衣
と
し
、
衣
服
産
業
を
そ
れ
ら
の
製
造
販
売
と
仕
入

販
売
を
担
う
部
門
と
規
定
す
る
。
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（
八
）　

西
欧
で
は
一
四
世
紀
に
テ
ー
ラ
リ
ン
グ
技
術
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
、
密
着
性
・
密
閉
性
の
強
い
衣
服
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ス
ー
ツ
や
コ
ー
ト
の
よ
う
な
外
衣
は
前
方
開
放
様
式
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
様
式
は
密
着
性
を
高
め
る
手
段
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ボ
タ

ン
（
最
近
で
は
フ
ァ
ス
ナ
ー
）
で
留
め
る（
中
国
の
旗
袍
は
こ
の
部
類
に
入
る
）。
こ
れ
に
対
し
、
漢
服
、
和
服
、
チ
ョ
ゴ
リ
な
ど
、
東

ア
ジ
ア
の
多
く
の
民
族
衣
装
は
、
西
欧
と
同
じ
前
方
開
放
様
式
を
採
り
な
が
ら
も
帯
や
紐
で
留
め
、
非
密
着
性
・
非
密
閉
性
と
関
わ
っ

て
い
る
。
西
欧
型
の
前
方
開
放
様
式
は
「
密
着
開
放
衣
」
と
呼
ば
れ
る
（
以
上
、
大
丸
「
西
欧
型
服
装
の
形
成
」
五
三
頁
）。
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序
章　

本
書
の
主
題
と
藤
本
仕
立
店
の
概
要

第
一
節　

本
書
の
主
題

　

本
書
は
、
兵
庫
県
姫
路
市
の
藤
本
家
文
書
を
手
が
か
り
に
、
近
代
日
本
経
済
史
の
発
展
段
階
の
な
か
で
特
異
な
位
置
を
占
め
た
衣

服
産
業
（
裁
縫
業
）
の
動
向
を
詳
し
く
述
べ
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
藤
本
仕
立
店
の
設
備
・
規
模
・
労
働
力
、
取
扱
製
品
の
構
成

と
展
開
、
そ
し
て
戦
時
統
制
下
に
お
け
る
衣
服
産
業
部
門
の
再
編
と
同
店
の
対
応
で
あ
る
。
対
象
と
す
る
時
期
は
一
九
世
紀
末
の
創

業
か
ら
終
戦
後
の
廃
業
ま
で
の
約
半
世
紀
で
あ
る
。

　

衣
服
産
業
が
繊
維
産
業
の
な
か
で
確
固
た
る
地
位
を
占
め
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る（（
（

。
現
在
の
ア
パ
レ
ル
産
業
は
多

国
籍
企
業
の
典
型
例
と
し
て
知
ら
れ
、
経
営
組
織
や
生
産
組
織
は
地
球
規
模
に
拡
大
し
て
い
る
。
日
系
企
業
で
は
ユ
ニ
ク
ロ
、
米
国

系
企
業
で
は
ギ
ャ
ッ
プ（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）や
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
・
ワ
ン
（Forever 21

）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系
企
業
で
は
エ
イ

チ
・
ア
ン
ド
・
エ
ム（
Ｈ
＆
Ｍ
）、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
自
社
工
場
と
委
託
工
場
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
い
ず
れ

を
も
海
外
に
も
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
本
書
の
扱
う
二
〇
世
紀
前
半
日
本
の
衣
服
産
業
で
は
生
産
組
織
が
各
地
域
内
に
留
ま
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
組
織
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の
範
囲
が
一
国
規
模
に
拡
大
し
た
の
は
戦
時
経
済
統
制
期（（
（

で
あ
る
。
こ
の
拡
大
を
本
書
は
藤
本
仕
立
店
の
動
向
を
も
と
に
描
く
。

（
1
）　
問
題
の
所
在

　

古
代
か
ら
、
織
物
が
徴
税
対
象
や
交
易
・
貿
易
対
象
と
な
っ
た
地
域
で
は
、
そ
れ
ら
製
品
や
織
機
の
標
準
化
が
行
な
わ
れ（（
（

、
各
種

織
物
の
呼
称
も
定
着
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
日
本
も
例
外
で
は
な
い
。
他
方
で
衣
服
は
徴
税
対
象
に
な
ら
ず
商
品
化
も
進
ま
な
か
っ

た
た
め
、
衣
服
の
呼
称
は
二
〇
世
紀
前
半
の
公
的
資
料
で
あ
る
『
工
場
統
計
表
』
で
も
ほ
と
ん
ど
細
分
化
さ
れ
な
か
っ
た（（
（

。

　

日
本
の
衣
服
産
業
は
、
一
九
世
紀
中
期
か
ら
一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
の
約
一
世
紀
間
に
、
め
ま
ぐ
る
し
く
商
品
化
、
産
業
化
、
衰

退
を
経
験
し
た
。
急
速
な
産
業
化
は
用
語
の
整
理
や
定
着
を
難
し
く
し
、
こ
の
分
野
の
学
術
研
究
を
混
乱
さ
せ
て
き
た
。

　

た
と
え
ば
、
衣
服
と
は
何
か
、
衣
服
産
業
と
は
何
か
、
衣
服
産
業
に
は
ど
の
よ
う
な
部
門
が
含
ま
れ
る
か
、
等
々
の
根
本
的
な
問

題
が
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
る
。
研
究
が
活
発
に
な
っ
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
短
期
的
な
視
野
で
生
産
合

理
化
や
輸
出
化
を
中
心
に
論
じ
る
一
方
、
戦
前
期
衣
服
産
業
の
位
置
づ
け
を
共
有
し
な
か
っ
た
。

　

衣
服
産
業
の
位
置
づ
け
は
、
戦
前
期
に
そ
の
成
立
を
認
め
る
か
認
め
な
い
か
と
い
う
点
で
す
で
に
両
極
に
分
か
れ
て
い
る
。
鍜
島

康
子
は
戦
前
期
の
繊
維
産
業
に
占
め
る
衣
服
産
業
の
低
位
を
根
拠
に
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
ア
パ
レ
ル
産
業
と
い
う
産
業
の

名
称
は
、
日
本
で
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
正
式
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
衣
服
産
業
、
ま
た
は
既
製
服
製
造

業
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
衣
料
製
品
は
縫
製
品
製
造
業
の
一
つ
で
産
業
と
し
て
は
成
り
立
っ
て
は
い
な
か
っ
た
」（

（
（

。

他
方
、
中
込
省
三
は
戦
前
期
か
ら
の
連
続
的
な
側
面
を
重
視
し
、「
衣
服
産
業
の
中
心
は
衣
服
の
工
業
生
産
と
流
通
に
あ
る
が
、
そ

れ
は
衣
服
の
既
製
化
の
普
及
に
よ
っ
て
は
じ
ま
っ
た
」（

（
（

と
と
ら
え
、「
わ
が
国
に
お
け
る
衣
服
の
既
製
化
の
は
じ
め
は
、
明
治
初
年

か
ら
」（

（
（

と
述
べ
た
。

　

急
速
な
産
業
化
は
位
置
づ
け
だ
け
で
な
く
用
語
の
混
乱
も
生
じ
さ
せ
た
。
幕
末
開
港
期
以
降
に
輸
入
さ
れ
た
衣
服
や
裁
縫
技
術
は
、
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外
国
語
直
訳
の
新
造
語
と
い
う
方
法
を
採
ら
ず
、
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
と
し
て
理
解
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ミ
シ
ン
、

ア
イ
ロ
ン
、
ボ
タ
ン
、
ポ
ケ
ッ
ト
、
テ
ー
プ
、
カ
フ
ス
、
ギ
ャ
ザ
ー
、
ダ
ー
ツ
な
ど
で
あ
る（（
（

。
そ
の
う
え
、
衣
服
自
体
の
曖
昧
さ
、

す
な
わ
ち
衣
服
形
態
の
も
つ
不
定
性
と
衣
服
用
語
の
も
つ
溶
解
性
（
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
性
）（

（
（

も
衣
服
を
学
術
的
に
考
察
す
る
障
壁
と
な
っ

て
き
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
衣
服
産
業
は
二
〇
世
紀
を
通
じ
て
拡
大
し
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
な
お
研
究
史
上
で
不
安
定
な
位
置
に
あ

り
つ
づ
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
の
な
か
で
、
山
崎
広
明
・
阿
部
武
司
は
、
こ
の
産
業
を
文
献
史
料
に
基
づ
い
て
初
め
て
詳
し
く
取
り
あ
げ

た
。
山
崎
・
阿
部
は
一
九
二
〇
年
代
・
三
〇
年
代
に
備
後
産
地
の
綿
織
物
業
者
（
佐
々
木
商
店
）
が
衣
服
産
業
へ
進
出
し
、
戦
時
経

済
を
通
じ
て
軍
部
か
ら
受
託
生
産
を
担
う
過
程
を
詳
述
し
た（（1
（

。
た
だ
し
、
こ
の
研
究
成
果
を
直
ち
に
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

山
崎
・
阿
部
が
分
析
の
対
象
と
し
た
佐
々
木
商
店
は
、
陸
軍
被
服
廠
に
よ
る
指
定
工
場
化
を
通
じ
て
戦
時
経
済
統
制
を
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
に
乗
り
越
え
た
特
殊
な
事
例
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
佐
々
木
商
店
が
衣
服
産
業
へ
進
出
し
た
時
期
は
戦
時
経
済
統
制
期
に

ほ
ぼ
重
な
り
、
分
析
対
象
と
す
る
時
間
幅
は
狭
い
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
世
紀
前
半
の
衣
服
産
業
の
示
す
製
品
の
多
様
化
や
社
会
史

的
な
背
景
を
同
書
だ
け
か
ら
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

本
書
の
取
り
あ
げ
る
藤
本
仕
立
店
は
、
二
〇
世
紀
の
衣
服
産
業
の
拡
大
を
如
実
に
示
し
な
が
ら
も
、
材
料
生
地
の
配
給
途
絶
に
繰

返
し
直
面
し
、
佐
々
木
商
店
と
は
対
照
的
な
条
件
で
営
業
を
続
け
た
。

（
2
）　
本
書
の
課
題

　

一
九
世
紀
前
半
ま
で
の
日
本
で
、
ほ
と
ん
ど
の
衣
服
は
自
家
消
費
目
的
（
非
商
品
）
で
調
達
さ
れ
て
い
た
。
同
世
紀
後
半
か
ら

徐
々
に
衣
服
は
商
品
化
さ
れ
て
い
き
、
二
〇
世
紀
前
半
に
な
る
と
衣
服
産
業
は
急
速
に
展
開
し
た
。
二
〇
世
紀
前
半
は
前
近
代
か
ら
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引
き
継
が
れ
た
自
家
消
費
用
の
衣
服
生
産
と
、
近
代
に
な
っ
て
勃
興
し
た
販
売
用
の
衣
服
生
産
が
併
存
し
た
。
双
方
と
も
衣
服
の
形

態
は
同
じ
で
、
前
開
き
形
式
で
紐
や
帯
を
腰
に
締
め
る
も
の
（
前
方
開
放
衣
）
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
衣
服
文
化
史
や
衣
服
産
業
史
の
研
究
は
、「
自
家
消
費
目
的
の
和
服
」
か
ら
「
販
売
目
的
の
洋
服
」
へ
の
展
開
と
し

て
近
代
衣
服
史
を
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、「
販
売
目
的
の
和
服
」
に
は
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
。
そ
の
隙
間
を
埋
め
る
た
め
に
、

本
書
は
和
服
の
商
品
生
産
に
注
目
す
る
。
こ
れ
が
一
つ
目
の
課
題
で
あ
り
、
主
に
第
Ⅰ
部
第
二
章
・
第
三
章
で
述
べ
る
。

　

補
論
1
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
近
代
日
本
の
衣
服
産
業
は
、
一
九
世
紀
中
期
に
ス
ー
ツ
や
軍
服
な
ど
の
毛
織
物
製
衣
服
を
商
品
と

し
て
製
造
販
売
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
二
〇
世
紀
転
換
期
に
な
る
と
、
自
家
消
費
用
に
生
産
さ
れ
る
衣
服
と
類
似
の
も
の
を
商

品
化
す
る
段
階
に
進
み
、
生
地
の
種
類
は
毛
織
物
以
外
に
綿
織
物
や
絹
織
物
な
ど
へ
広
が
っ
た
。
戦
時
期
に
な
る
と
材
料
不
足
に

よ
っ
て
経
済
統
制
が
強
化
さ
れ
、
そ
の
影
響
か
ら
、
糸
・
生
地
・
衣
服
と
い
う
衣
服
産
業
に
関
わ
る
全
段
階
が
仕
入
・
製
造
・
販
売

面
で
政
府
に
管
理
さ
れ
た
。

　

こ
の
段
階
で
自
家
消
費
用
（
非
商
品
）
の
衣
服
生
産
は
原
則
と
し
て
困
難
と
な
り
、
衣
服
商
品
化
の
比
率
が
高
ま
っ
た
。
本
書
は

商
品
化
の
比
率
が
高
ま
る
二
〇
世
紀
前
半
の
半
世
紀
に
、
姫
路
市
の
小
規
模
裁
縫
業
者
で
あ
る
藤
本
仕
立
店
が
ど
の
よ
う
な
経
営
体

制
の
も
と
で
、
ど
の
よ
う
な
製
品
を
取
り
扱
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
が
二
つ
目
の
課
題
で
あ
り
、
本
書
の
多
く
の
箇
所
、

た
と
え
ば
第
Ⅰ
部
第
一
章
～
三
章
、
お
よ
び
第
Ⅱ
部
第
四
章
・
六
章
・
七
章
で
述
べ
る
。

　

そ
し
て
、
第
三
の
課
題
は
衣
服
産
業
の
成
立
時
期
の
検
討
で
あ
る
。
前
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
鍜
島
康
子
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
日

本
国
政
府
が
白
書
や
報
告
書
で
ア
パ
レ
ル
産
業
と
い
う
呼
称
を
正
式
に
用
い
た
こ
と
を
受
け
、
同
年
代
に
ア
パ
レ
ル
産
業
が
成
立
し

た
と
と
ら
え
た
。
し
か
し
、
戦
前
の
『
工
場
統
計
表
』『
工
業
統
計
表
』
を
は
じ
め
と
す
る
統
計
類
に
お
い
て
日
本
帝
国
政
府
が

「
裁
縫
業
」
と
称
す
部
門
を
設
け
て
い
る
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
政
府
の
認
知
を
産
業
化
の
指
標
に
す
る
以
上
、
戦
前
に
裁
縫
業
が
成

立
し
て
い
た
と
い
う
反
論
が
成
立
す
る
。
ま
た
、
戦
前
期
衣
服
産
業
を
否
定
す
る
点
で
鍜
島
と
同
じ
立
場
に
あ
る
木
下
明
浩
は
、
ア
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パ
レ
ル
産
業
の
成
立
を
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
想
定
し
、
成
立
根
拠
を
大
量
生
産
・
大
量
販
売
体
制
の
確
立
、
全
国
市
場
の
成
立
、

衣
服
既
製
化
の
三
点
に
求
め
た（（1
（

。
し
か
し
、
本
書
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
点
は
早
け
れ
ば
一
九
世
紀
末
、
遅
く
と
も
戦
時
期
に

確
認
で
き
る
。
衣
服
産
業
の
成
立
時
期
は
、
そ
の
規
定
の
是
非
も
含
め
、
終
章
で
再
び
検
討
す
る
。

（
3
）　
本
書
の
構
成

　

本
書
は
藤
本
仕
立
店
の
経
営
動
向
を
構
造
と
展
開
に
大
別
し
、
二
部
構
成
と
し
た
。
第
Ⅰ
部
「
藤
本
仕
立
店
の
商
品
・
生
産
・
流

通
」
の
第
一
章
「
生
産
体
制
と
流
通
体
制
」
で
は
、
生
産
財
の
導
入
と
配
置
、
通
勤
工
と
受
託
工
の
作
業
内
容
、
製
品
の
出
荷
・
販

売
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
。
同
店
や
受
託
工
が
ど
の
よ
う
な
衣
服
を
生
産
し
た
か
を
衣
服
形
態
か
ら
明
ら
か
に
し
た
の
が
第
二

章
「
取
扱
商
品
の
主
な
形
態
」
で
あ
る
。
姫
路
市
役
所
（
姫
路
消
防
組
）
の
印
袢
纏
、
藤
本
仕
立
店
特
製
の
柔
道
着
、
陸
軍
被
服
廠

の
夏
襦
袢
を
取
り
あ
げ
た
。
ま
た
、
生
産
し
た
衣
服
（
ま
た
は
広
く
衣
料
品
そ
の
他
）
が
ど
の
程
度
に
多
様
化
し
て
い
た
か
を
ロ
ン

グ
・
テ
ー
ル
論
の
観
点
か
ら
と
ら
え
た
の
が
第
三
章
「
取
扱
商
品
の
構
成
」
で
あ
る
。
ロ
ン
グ
・
テ
ー
ル
論
は
現
代
の
オ
ン
ラ
イ
ン

小
売
店
の
販
売
戦
略
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
実
店
舗
で
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
補

論
2
で
は
、
戦
前
期
衣
服
産
業
が
総
体
と
し
て
ど
の
程
度
ま
で
衣
服
を
商
品
化
し
た
か
を
統
計
類
に
お
け
る
項
目
名
の
推
移
か
ら
概

観
す
る
。

　

第
Ⅱ
部
「
戦
時
体
制
と
衣
服
産
業
の
再
編
」
は
第
Ⅰ
部
よ
り
も
時
間
的
経
緯
を
重
視
し
つ
つ
経
営
動
向
を
論
じ
る
。

　

ま
ず
、
第
四
章
「
一
九
三
〇
年
代
ま
で
の
販
売
圏
の
展
開
と
そ
の
背
景
」
は
仕
事
着
、
柔
道
着
、
学
生
服
を
取
り
あ
げ
、
同
店
が

そ
れ
ら
の
販
売
地
域
や
顧
客
層
を
ど
の
よ
う
に
開
拓
し
、
取
引
関
係
を
継
続
さ
せ
た
か
を
論
じ
る
。
創
業
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
い

た
る
時
期
は
、
需
要
拡
大
と
供
給
拡
大
が
同
時
並
行
に
進
展
し
、
新
産
業
た
る
衣
服
産
業
を
突
き
動
か
し
た
、
い
わ
ば
自
由
主
義
的

な
時
期
で
あ
っ
た
。
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近
代
日
本
の
衣
服
産
業
は
急
速
な
産
業
化
と
衰
退
を
経
験
し
た
た
め
そ
の
研
究
は
い
ま
だ
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
。
そ
の
空
白
を

埋
め
る
た
め
に
、
本
書
は
一
九
世
紀
末
か
ら
約
半
世
紀
に
わ
た
り
兵
庫
県
姫
路
市
で
仕
立
業
を
営
ん
だ
藤
本
家
文
書
の
全
容
解
明
を

め
ざ
し
た
。

　

会
社
史
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
た
に
留
ま
る
状
況
の
も
と
で
、
私
が
藤
本
家
文
書
と
巡
り
合
っ
た
経
緯
は
前
著
『
ミ
シ
ン
と
衣
服
の

経
済
史
』
で
す
で
に
述
べ
た
。
同
家
文
書
と
知
り
合
っ
て
二
〇
年
近
い
歳
月
が
経
つ
。
二
〇
〇
〇
年
の
夏
、
姫
路
市
史
編
集
室
に
依

頼
さ
れ
て
「
大
福
帳
」
を
中
心
に
マ
イ
ク
ロ
撮
影
し
た
が
、
現
像
所
の
ミ
ス
で
一
二
、〇
〇
〇
枚
の
ネ
ガ
が
真
っ
白
に
な
っ
て
い
た
。

め
げ
ず
に
文
書
を
大
学
院
宛
て
に
お
借
り
し
て
再
撮
影
を
し
た
が
、
そ
の
後
の
整
理
作
業
は
思
わ
し
く
進
ま
な
か
っ
た
。

　

当
時
の
大
阪
市
立
大
学
は
経
済
研
究
所
を
廃
止
し
、
独
立
法
人
化
に
向
け
た
動
き
も
あ
り
、
空
部
屋
や
空
教
室
の
整
理
が
慌
た
だ

し
く
、
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
。
私
は
大
学
院
の
マ
イ
ク
ロ
・
リ
ー
ダ
ー
を
使
っ
て
、
あ
る
程
度
ま
と
め
て
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
を

印
刷
し
、
自
宅
へ
持
ち
帰
っ
て
史
料
解
読
作
業
と
デ
ー
タ
処
理
に
没
頭
し
た
。
そ
の
た
め
設
備
や
備
品
の
整
理
を
予
告
す
る
学
内
掲

示
板
を
見
な
い
で
い
た
。
マ
イ
ク
ロ
・
リ
ー
ダ
ー
の
傍
に
置
い
て
い
た
二
〇
本
の
リ
ー
ル
が
整
理
業
者
に
よ
っ
て
す
べ
て
廃
棄
さ
れ

た
の
を
知
っ
た
の
は
、
廃
棄
後
三
か
月
ほ
ど
が
過
ぎ
た
頃
だ
っ
た
。

　

詰
ま
る
と
こ
ろ
原
史
料
を
お
借
り
し
た
方
が
早
い
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
現
当
主
の
藤
本
祥
二
氏
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
頻

繁
に
史
料
を
貸
与
し
て
頂
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
に
修
士
号
を
取
得
し
て
以
来
、
史
料
を
お
借
り
す
る
た
び
に
祥
二
氏
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か
ら
食
事
を
御
馳
走
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
そ
の
都
度
、
新
し
い
論
文
を
持
っ
て
行
こ
う
と
思
い
、
調
査
の
励
み
に

し
た
。

　

二
〇
一
二
年
、
私
は
中
国
雲
南
省
昆
明
市
出
身
の
蔡
蕾
と
再
婚
し
、
そ
の
報
告
を
兼
ね
て
一
緒
に
藤
本
家
を
訪
問
し
た
。
祥
二
氏

は
一
九
九
〇
年
代
に
昆
明
市
へ
旅
行
さ
れ
た
際
の
写
真
を
た
く
さ
ん
取
り
出
さ
れ
、
同
市
石
林
の
観
光
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
思
い

出
を
話
し
て
下
さ
っ
た
。
姫
路
城
が
改
修
さ
れ
て
か
ら
は
、
城
の
夜
景
を
見
な
が
ら
祥
二
氏
と
食
事
や
談
笑
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
二
〇
年
間
、
祖
父
政
吉
氏
の
人
物
像
や
仕
立
店
の
具
体
像
を
惜
し
む
こ
と
な
く
祥
二
氏
は
話
し
て
下
さ
っ
た
。

　

日
本
史
学
や
経
済
史
学
の
学
会
や
研
究
会
の
報
告
で
は
、
題
名
に
裁
縫
業
や
仕
立
業
を
冠
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
織
物
に
関

す
る
質
問
や
コ
メ
ン
ト
を
受
け
た
り
、
テ
ー
ラ
ー
か
と
勘
違
い
さ
れ
た
り
し
た
。
本
論
に
も
述
べ
た
が
、
仕
立
と
は
生
地
を
裁
断
縫

製
し
て
衣
服
を
作
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
衣
服
裁
縫
の
こ
と
で
あ
っ
て
注
文
の
有
無
も
程
度
も
問
わ
な
い
し
、
一
九
世
紀
開
港
地
の

テ
ー
ラ
ー
た
ち
は
注
文
服
だ
け
で
な
く
既
製
服
も
広
く
取
り
扱
っ
て
い
た
。
藤
本
家
文
書
に
出
会
っ
て
以
来
、
私
は
議
論
を
育
め
る

研
究
者
に
出
会
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
学
会
か
ら
離
れ
た
。

　

藤
本
家
文
書
の
整
理
や
読
解
を
続
け
る
な
か
で
一
番
驚
い
た
の
は
、
た
っ
た
一
枚
の
史
料
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
の
こ
と
だ
っ

た
と
思
う
。
そ
の
史
料
は
一
九
四
〇
年
に
同
家
が
所
有
し
て
い
た
ミ
シ
ン
の
一
覧
で
、
製
造
会
社
は
す
べ
て
シ
ン
ガ
ー
社
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
二
〇
世
紀
前
半
日
本
の
工
業
化
の
根
元
に
は
、
一
九
世
紀
後
半
と
同
様
に
外
国
の
機
械
や
技
術
が
強
く
影
響
し
た
の
だ
と

再
認
し
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
日
本
経
済
史
研
究
は
、
外
国
人
と
内
国
人
が
混
在
的
だ
っ
た
近
代
化
像
を
無
視
し
、
い
わ
ば
国
風
経
済
史
観

と
い
う
べ
き
、
外
国
か
ら
の
独
立
を
前
提
に
し
な
が
ら
も
外
国
か
ら
の
影
響
に
言
及
し
な
い
癖
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日

本
の
研
究
者
た
ち
は
、
い
と
も
簡
単
に
自
分
の
親
を
忘
れ
る
ら
し
い
。
そ
の
意
味
で
最
近
三
〇
年
間
の
日
本
経
済
史
研
究
に
躍
動
感

は
な
い
。
藤
本
家
の
所
有
ミ
シ
ン
一
覧
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
に
読
ん
だ
日
本
経
済
史
分
野
の
論
文
や
著
書
の
す
べ
て
を
超
え
る
衝
撃
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こ
れ
を
機
に
、
私
は
ミ
シ
ン
の
世
界
的
普
及
と
各
国
衣
服
産
業
の
展
開
に
つ
い
て
調
べ
た
。
二
〇
世
紀
転
換
期
頃
に
シ
ン
ガ
ー
社

製
ミ
シ
ン
は
地
球
規
模
で
販
売
さ
れ
、
世
界
中
の
良
妻
賢
母
像
、
学
校
教
育
、
衣
服
文
化
、
衣
服
産
業
に
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
ら

の
調
査
に
没
頭
し
て
私
は
論
文
を
書
き
ま
く
っ
た
。
そ
の
成
果
が
一
冊
目
の
『
ミ
シ
ン
と
衣
服
の
経
済
史
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一

四
年
）
に
な
っ
た
。

　

私
が
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、
所
長
の
本
多
三
郎
先
生
は
私
の
ミ
シ
ン
調
査
の
成
果
を
毎
週

じ
っ
く
り
と
聞
い
て
下
さ
っ
た
。
藤
本
仕
立
店
を
主
題
に
二
冊
目
の
単
著
を
書
く
よ
う
勧
め
て
下
さ
っ
た
の
は
ほ
か
で
も
な
い
本
多

先
生
で
あ
る
。

　

二
〇
一
五
年
四
月
二
日
に
京
都
大
学
の
社
会
経
済
史･

経
営
史
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
現
史
的
分
析
セ
ミ
ナ
ー
）
で
渡
邊
純
子
先
生
が

『
ミ
シ
ン
と
衣
服
の
経
済
史
』
の
書
評
を
し
て
下
さ
り
、
口
頭
報
告
で
は
こ
れ
が
初
め
て
の
書
評
と
な
っ
た
。
当
日
、
堀
和
生
先
生

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
今
後
も
精
力
的
に
研
究
を
続
け
る
よ
う
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
九
日
後
の
一
一
日
、
日
本
経
済
史
研

究
所
の
経
済
史
研
究
会
で
評
者
の
阿
部
武
司
先
生
（
国
士
舘
大
学
）
と
谷
本
雅
之
先
生
（
東
京
大
学
）
が
「
二
冊
目
を
期
待
」
と
仰
っ

て
、
直
後
の
懇
親
会
で
二
冊
目
は
藤
本
仕
立
店
で
書
こ
う
と
本
多
先
生
が
念
を
押
し
て
下
さ
っ
た
。

　

こ
の
二
つ
の
書
評
会
を
機
に
、
私
は
修
士
課
程
と
博
士
課
程
の
間
に
書
き
溜
め
た
雑
文
や
未
刊
行
原
稿
な
ど
、
藤
本
家
文
書
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
草
稿
を
掻
き
集
め
た
。
そ
れ
ら
を
主
題
ご
と
に
分
割
し
再
構
成
し
た
上
で
、
当
時
の
勤
務
先
で
あ
る
大
阪
経
済
大
学

の
紀
要
論
文
に
発
表
し
て
い
っ
た
。
提
出
の
た
び
に
山
本
正
先
生
は
細
か
く
原
稿
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
下
さ
っ
た
。

　

二
〇
一
六
年
一
月
、
社
会
経
済
史
学
会
近
畿
部
会
・
経
営
史
学
会
関
西
部
会
主
催
の
合
同
合
評
会
で
も
渡
邊
先
生
が
司
会
と
評
者

を
務
め
て
下
さ
っ
た
。
渡
邊
先
生
の
感
想
や
助
言
は
自
分
の
研
究
の
立
場
を
振
り
返
ら
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
ミ
シ
ン
、
衣
服
産
業
、

そ
し
て
藤
本
家
文
書
の
関
係
を
常
に
確
認
す
る
重
要
性
を
教
わ
っ
た
。
堀
先
生
か
ら
は
、
同
一
部
門
の
研
究
者
が
い
な
い
主
題
を
研
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究
す
る
困
難
さ
や
、
研
究
自
体
を
続
け
る
意
義
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
大
学
院
を
修
了
し
て
か
ら
非
常
勤
講
師
が
長
く
続

き
、
し
ば
し
ば
気
が
滅
入
り
そ
う
に
な
っ
た
が
、
堀
先
生
を
思
い
出
す
と
元
気
を
取
り
戻
せ
る
。
ま
た
、
史
的
分
析
セ
ミ
ナ
ー
で
知

り
合
っ
た
長
島
修
先
生
（
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
は
製
鉄
業
一
筋
の
研
究
姿
勢
に
元
気
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
長
島
先
生
は
社
会

経
済
史
研
究
会
を
今
で
も
主
宰
さ
れ
、
し
ば
し
ば
報
告
の
機
会
を
下
さ
っ
て
い
る
。

　

同
研
究
会
や
史
的
分
析
セ
ミ
ナ
ー
を
つ
う
じ
て
、
当
時
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
博
士
課
程
に
在
籍
し
て
い
た
見
浪
知

信
君
（
現
桃
山
学
院
大
学
）
と
知
り
合
い
、
互
い
の
自
宅
が
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
研
究
状
況
や
日
本
経
済
史
像
に
つ
い
て
頻
繁
に

意
見
交
換
を
し
た
。
彼
と
の
会
話
が
い
つ
も
盛
り
上
が
る
こ
と
は
、
非
常
勤
と
い
う
立
場
か
ら
専
門
ゼ
ミ
を
持
て
な
い
状
況
の
な
か

で
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。

　

二
〇
一
七
年
に
は
尾
崎
智
子
さ
ん
（
追
手
門
学
院
大
学
学
院
志
研
究
室
）、
二
〇
一
八
年
に
は
安
城
寿
子
さ
ん
（
阪
南
大
学
）
と
知
り

合
い
、
近
代
日
本
の
衣
服
変
容
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
議
論
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
見
浪
君
や
尾
崎
さ
ん
や
安
城
さ

ん
と
の
会
話
が
弾
め
ば
、
今
ま
で
研
究
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
報
わ
れ
た
気
持
ち
に
な
れ
た
。
学
会
で
は
得
ら
れ
な
い
達
成
感
で
あ

る
。

　

こ
の
一
〇
年
間
ち
か
く
、
高
橋
晴
子
先
生
（
元
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
）
と
は
直
接
や
電
子
メ
ー
ル
で
研
究
内
容
や
衣
服
史
の
議
論
を

幾
度
と
な
く
交
換
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
二
〇
一
九
年
二
月
か
ら
は
濱
田
雅
子
先
生
（
元
武
庫
川
女
子
大
学
）
の
主
宰
さ
れ
る
ア

メ
リ
カ
服
飾
社
会
史
研
究
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

文
献
関
係
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
や
諸
機
関
も
明
記
し
て
お
き
た
い
。
姫
路
市
市
史
編
集
室
の
方
か
ら
は
た
び
た
び
貴
重
文
献

の
閲
覧
に
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
大
阪
産
業
大
学
綜
合
図
書
館
の
方
々
に
は
図
書
資
料
の
閲
覧
は
も
と
よ
り
、
文
献
取
寄
せ

や
複
写
依
頼
に
並
々
な
ら
ぬ
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
坂
上
茂
樹
先
生
（
大
阪
市
立
大
学
）
や
ア
ト
リ
エ
そ
だ
代
表
の
祖
田
好

夫
氏
は
ミ
シ
ン
図
録
や
繊
維
辞
典
な
ど
、
図
書
館
に
置
か
れ
て
い
な
い
貴
重
書
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
。
桃
山
学
院
史
料
室
の
玉
置
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栄
二
氏
は
自
彊
学
院
に
関
す
る
文
献
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
。
講
道
館
図
書
資
料
部
の
森
田
貴
久
子
氏
は
戦
前
期
講
道
館
の
他
流
稽

古
に
関
す
る
情
報
を
教
示
し
て
下
さ
っ
た
。

　

修
士
課
程
進
学
以
来
、
私
の
学
業
を
長
期
に
わ
た
り
精
神
的
に
支
え
て
く
れ
た
の
は
父
の
基
祿
と
母
の
壽
子
で
あ
る
。
私
は
大
阪

府
立
大
学
経
済
学
部
の
入
学
か
ら
満
期
退
学
ま
で
の
八
年
間
、
放
蕩
に
放
蕩
を
尽
く
し
た
。
市
立
大
学
の
修
士
課
程
で
も
一
年
間
留

年
し
た
。
し
か
し
、
基
祿
は
「
せ
っ
か
く
乗
っ
た
船
、
気
の
済
む
ま
で
乗
れ
」
と
博
士
課
程
の
進
学
を
快
諾
し
て
く
れ
た
。
母
も

「
と
に
か
く
応
援
す
る
」
と
微
笑
ん
で
く
れ
た
。
両
親
の
言
葉
で
私
は
精
神
的
に
吹
っ
切
れ
、
博
士
課
程
で
は
史
料
調
査
に
一
層
の

め
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

研
究
の
支
え
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
個
人
的
に
お
付
き
合
い
を
し
て
い
る
研
究
者
の
お
か
げ
で
も
あ
る
。
私
は
あ
ま
り
に
も
よ
く

喋
る
の
で
大
学
院
生
や
先
生
か
ら
台
風
や
猛
獣
と
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
伊
澤
正
興
君
（
現
近
畿
大
学
）
は
私
の
沸
騰
し
た

議
論
を
最
も
頻
繁
に
聞
い
て
く
れ
、
程
良
く
風
力
や
風
速
を
調
整
し
て
く
れ
た
。
私
の
博
士
課
程
修
了
直
前
に
市
大
に
勤
務
し
て
い

た
瀬
戸
口
明
久
君
（
現
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
は
今
で
も
食
事
会
と
称
し
て
、
伊
澤
君
と
一
緒
に
よ
く
餌
づ
け
を
し
て
く
れ
て

い
る
。

　

い
ま
私
に
は
二
人
目
の
妻
蔡
蕾
が
い
る
。
部
屋
で
は
本
縫
ミ
シ
ン
と
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
が
賑
や
か
に
動
き
、
旗
袍
、
ア
オ
ザ
イ
、
着

物
リ
メ
イ
ク
の
ド
レ
ス
類
が
並
ん
で
い
る
。
ま
た
、
土
と
食
材
と
効
用
の
知
識
を
有
機
的
に
繋
げ
て
実
に
多
彩
な
料
理
を
作
っ
て
く

れ
る
。
不
安
定
な
家
計
収
入
で
も
日
常
生
活
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
の
は
妻
の
お
か
げ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
恋
人
た
ち
と
同
様
に
彼
女
の
人
生
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
近
現
代
史
を
振
り
返
っ
て
も
、
女
性
の
人
生

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
家
庭
を
築
い
た
女
性
も
い
れ
ば
、
何
ら
か
の
事
情
で
家
庭
を
築
か
な
い
（
ま
た
は
築
け
な
い
）
女
性
や
、
途
中

で
家
族
や
家
庭
を
失
っ
た
女
性
も
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
も
う
と
、
世
界
中
の
女
性
た
ち
は
家
や
工
場
で
ミ
シ
ン

を
踏
ん
で
き
た
。
そ
の
よ
う
な
女
性
た
ち
の
一
部
に
、
藤
本
仕
立
店
の
よ
う
な
裁
縫
業
者
が
ミ
シ
ン
貸
与
や
技
術
伝
授
な
ど
を
つ
う
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あとがきと謝辞

じ
て
媒
介
者
と
な
り
、
衣
服
産
業
や
衣
服
文
化
を
突
き
動
か
し
た
点
を
想
像
し
て
本
書
を
捉
え
直
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
新
し
い
本

書
の
読
み
方
が
出
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　

本
書
は
大
阪
市
立
大
学
経
済
学
会
木
本
基
金
か
ら
出
版
費
用
の
一
部
を
助
成
さ
れ
た
。
思
文
閣
出
版
の
田
中
峰
人
さ
ん
と
中
原
み

な
み
さ
ん
か
ら
は
読
み
応
え
や
論
旨
展
開
の
点
か
ら
丁
寧
な
助
言
や
感
想
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
と
く
に
校
正
前
の
最
後
の
修
正

と
初
校
は
大
幅
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
で
き
た
。

二
〇
一
九
年
五
月
一
日�

岩
本
真
一
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